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 本研究は、全 5 章で構成される。第 1 章では、上述のとおり、研究の背景と⽬的、既往
研究の整理と論⽂の構成、調査⽅法を記した。 
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 本論⽂は全 5 章で構成される。以下に研究の⼿法および構成を⽰す。 
 第 1 章では、研究の背景と⽬的、既往研究の整理、および研究の⼿法と構成について述
べている。 























































































































 2003 年 7 ⽉ 11 ⽇に国⼟交通省は、「美しい国作り制作⼤網」を発表し、「良好な景
観」の形成を国政上の重要課題とし、景観に関する基本法制の制定を施策とした。そし
て、2004 年 6 ⽉ 18 ⽇に景観法が公布、2004 年 12 ⽉ 17 ⽇に第 3 章を除く部分が施⾏さ


































































































般投票の結果を受け、専⾨家からなる委員会で選定された。1927 年４⽉ 9 ⽇に受付を開始
















                                  



























 対象とした百選は伊藤（2014）をもとに表 2-1 にまとめた。名称、選定年、主催者、選
定⽅法、趣旨・⽬的、⾵景種別を⽰している。選定⽅法で、公募とある場合は、広く⼀般
に募集をかけた場合で推薦とある場合は、⾃治体や関係団体によるものである。「⽇本百
名⼭」（1964 年 深⽥久弥）などの個⼈の著書、「⽇本 100 景」（1980 年家庭画報）など
公募を伴わない出版社選定のものは、知名度に関わらず対象外とした。 
 今回対象となった百選は 96 個であり、1950 年から 2016 年までに選定されたものであ
る。1980 年以前は 6 個だったが、1982 年以降、34 年間で 90 個と増加している。 
 景観を対象としていても、様々な団体が主催しているが、選定⽅法としては、候補を⾃




























 百選の対象とする⾵景を年代ごとに集計した結果を図 2-3 に⽰す。戦後当初である 1950
〜1979 年に選定された百選は 6 個であり、対象としている景観は全て総合である。1980







表 2-1 景観に関する百選⼀覧 
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NO 名称 年 主催 選定⽅法 趣旨・⽬的 種別 
1 観光地百選 1950 毎⽇新聞 区分を提⽰して公募 新観光地ルート設定 総合 
2 茨城百景 1950 茨城県観光審議会 候補公募→委員会 景勝地の選定 総合 
3 新⽇本百景 1957 週間読売 公募 新しい⾃然系の選定 総合 
4 新⽇本旅⾏地 100 選 1966 雑誌「旅」 候補提⽰ 旅⾏地の選定 総合 
5 兵庫観光 100 選 1967 神⼾新聞社・デイリー新聞社 候補公募→委員会 観光地の開発と保存 総合 
6 新さぬき 100 選 1968 四国新聞社 ⼀般投票→委員会 観光スポットの選出 総合 
7 新東京百景 1982 東京都 公募 都⺠の⽇制定 30 周年記念事業 総合 
8 にいがた景勝 100 選 1982 新潟⽇報社 候補提⽰→⼀般投票 上越新幹線開通記念事業 総合 
9 21 世紀に残したい⽇本の⾃然 100 1983 朝⽇新聞・森林⽂化協会 候補公募→委員会 祖先伝来の貴重な⾃然の保護 ⾃然 
10 せたがや百景 1984 世⽥⾕区 候補提⽰→⼀般投票 地域の持つ歴史、⾵⼟、⽂化が現れている⾵景の選定 総合 
11 ふくしま緑の百選 1985 福島⺠報社 候補公募→委員会 森や樹を⾒直し、その美しさを守り育てるため ⾃然 
12 名⽔ 100 選 1985 環境省 候補公募→委員会 ⽔環境の保護 ⾃然 
13 近代⽔道百選 1985 ⽇本⽔道新聞社 候補公募→委員会 ⽔道の⽂化財の選定 ⽂化 
14 ⽇本の道 100 選 1986 建設省 候補公募→委員会 道路の啓蒙と愛護 建造物 
15 森林浴の森 100 選 1986 緑の⽂明学会 候補推薦・公募→委員会 ⽇本の森林を森林浴に活⽤ ⾃然 
16 品川百景 1987 品川区 候補公募→委員会 区政 40 周年事業 総合 
17 にっぽんの温泉 100 選 1987 観光経済新聞社 公募 ⼈気温泉地の選定 ⽂化 
18 新⽇本観光地 100 選 1987 読売新聞・⽇本テレビ 公募 観光地の選定 総合 
19 ⽇本の⽩砂⻘松 100 選 1987 ⽇本の松の緑を守る会 候補公募→委員会 松林の保全 ⾃然 
20 さっぽろ・ふるさと⽂化百選 1988 札幌市市⺠局市⺠⽂化課 候補公募→委員会 札幌開基 120 周年記念事業 ⽂化 
21 群⾺の⾃然 100 選 1988 朝⽇新聞 候補公募→委員会 ⾃然環境の保全 ⾃然 
22 ⼤阪みどりの百選 1989 ⼤阪府 ⼀般投票 国際花と緑の博覧会記念事業 ⾃然 
23 秋⽥市ふるさと名所 100 景 1989 秋⽥市 候補公募→⼀般投票 観光資源としての周知、保存 総合 
24 ふるさといきものの⾥ 100 選 1989 環境省 候補公募→委員会 環境保全を図る地域住⺠の努⼒を顕彰 ⾃然 
25 ⽇本の秘境 100 選 1989 雑誌「旅」 候補推薦・公募→委員会 知られざる名所の選定 総合 
26 ⽇本の都市公園 100 選 1989 ⽇本公園緑地協会 候補公募→委員会 公園愛護精神の醸成 ⽂化 
27 新⽇本名⽊ 100 選 1990 読売新聞社・花博協会 候補公募→地⽅選定→委員会 巨樹・⽼⽊の保護 ⾃然 
28 さくらの名所 100 選 1990 ⽇本さくらの会 候補推薦→委員会 さくら名所の選定 ⾃然 
29 ⽇本の⽶作り 100 選 1990 全国農協中央会・⽇本農業新聞 委員会 ⽶作りの実像の周知 ⽂化 
30 かながわの橋 100 選 1991 神奈川県⼟⽊部道路整備課 候補公募→委員会 イベントの⼀環 建造物 
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31 ⽇本の滝 100 選 1991 緑の⽂明学会 候補推薦→委員会 ⾃然との共⽣や環境保全 ⾃然 
32 農村景観百選 1991 農⽔省 候補公募→委員会 農村の活性化 ⽂化 
33 都市景観 100 選 1991 国交省 委員会 良好な都市景観の醸成 ⽂化 
34 静岡のみずべ 100 選 1991 静岡県河川企画課 候補公募→委員会 みずべ環境の保全 ⾃然 
35 杉並百景 1992 杉並区都市整備部 候補公募→委員会 ⾝近な街並みの⾒直し。区制施⾏ 60 周年記念事業 総合 
36 おやま百景 1994 ⼩⼭市⽂化振興課 候補提⽰→⼀般投票 市制 40 周年記念事業 総合 
37 新・⽇本街路樹 100 景 1994 読売新聞 候補公募→委員会 街路樹の保全 ⽂化 
38 ⽔源の森百選 1995 林野庁 委員会 森林と⼈との関係が作られている森の選定 ⾃然 
39 残したい⽇本の⾳⾵景百選 1996 環境省 候補公募→委員会 ⾳環境の保全 ⽂化 
40 ⽔の郷百選 1996 国⼟庁 候補公募→委員会 ⽔環境の保全、⽔を⽣かした町づくり ⾃然 
41 ⽇本の歴史の道 100 選 1996 ⽂化庁 候補推薦→委員会 地域の⽂化財の周知 ⽂化 
42 北区景観百選 1996 北区まちづくり部都市計画課  候補提⽰→委員会 区内の優れた都市景観を認定 総合 
43 ⼭梨百名⼭ 1997 ⼭梨市 ⼀般公募→委員会 県⺠に親しまれている⼭の選出 ⾃然 
44 上京区の史跡百選 1998 京都市建設局緑政策推進室 候補公募→委員会 京都市⾃治 100 執念記念 歴史 
45 ⽇本の渚百選 1996 ⽇本の渚 100 選中央委員会 候補推薦→委員会 海や海浜の重要性の啓発、保全 ⾃然 
46 あなたが選ぶ「⽇本の灯台 50 選」 1998 海上保安庁 公募 第 50 回灯台記念⽇の⾏事 建造物 
47 公共建築 100 選 1998 建設省 候補公募→地⽅選定→委員会 公共建築の意義や重要性の周知 建造物 
48 灘百選 1999 神⼾市灘区 候補公募→委員会 まちの魅⼒を再発⾒ 総合 
49 ⽇本の棚⽥百選 1999 農⽔省 候補公募→委員会 棚⽥の保全推進 ⽂化 
50 
21 世紀に残したい・埼⽟ふるさと 
⾃慢 100 選 
2000 埼⽟新聞社 候補公募→委員会 さいたま新都⼼オープニング企画 総合 
51 甦る⽔ 100 選 2000 建設省 候補公募→地⽅選定→委員会 公共建築の意義や重要性の周知 建造物 
52 森の巨⼈たち百選 2000 林野庁 候補推薦→委員会 棚⽥の保全推進 ⽂化 
53 関東の駅百選 2001 国⼟交通省関東運輸局管内 候補公募→委員会 鉄道の⽇記念⾏事の⼀環 建造物 
54 ⼋王⼦⼋⼗⼋景 2001 ⼋王⼦市 候補公募→⼀般投票→委員会 ⼋王⼦の「顔」となる景観の募集 総合 
55 かおり⾵景 100 選 2001 環境省 候補推薦・公募→委員会 よい⾹りの再発⾒、不快な臭いの改善活動を促進 ⾃然 
56 中部の駅百選 2002 国⼟交通省中部運輸局管内 候補公募→委員会 鉄道の⽇記念⾏事の⼀環 建造物 
57 東北の駅百選 2002 国⼟交通省東北運輸局管内 候補公募→委員会 鉄道の⽇記念⾏事の⼀環 建造物 
58 遊歩百選 2002 読売新聞 候補推薦→公募→委員会 ⼀⽣に⼀度は訪ねてみたい百か所の選定 総合 
59 私の好きな兵庫の⾵景 100 選 2004 兵庫県健康⽣活部環境局 候補公募→委員会 ふるさとづくりの推奨 総合 
60 美しい⽇本の歩きたくなる道 500 選 2004 ⽇本ウォーキング協会 候補公募→実地調査→選定 地域振興につながる道の選定 ⽂化 
61 ⽇本の夜景 100 選 2004 夜景倶楽部 候補提⽰→公募→選定 夜景環境の保護と整備 ⽂化 
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62 関東の富⼠⾒百景 2005 関東の富⼠⾒百景選定委員会 候補公募→実地調査→選定 富⼠⼭周辺の景観保全 ⾃然 
63 ⼈と⼈間が織りなす⽇本の⾵景百選 2005 名鉄グループ 候補公募→委員会 ⾃然と⼈が共⽣する⾵景を選定 ⽂化 
64 わたしの旅 100 選 2005 ⽂化庁 候補公募→委員会 「旅」を通じて⽇本の歴史と⽂化を訪ねるプランの選定 総合 
65 ダム湖 100 選 2005 ダム⽔源地環境整備センター 候補推薦→委員会 地域の活性化に役⽴つダム湖の認定 建造物 
66 いちかわ景観 100 選 2006 市川市 街づくり部まち並み景観整備課 候補公募→委員会 景観資源の周知（市制施⾏ 80 周年記念） 総合 
67 快⽔浴場百選 2006 環境省 候補推薦→委員会 快適な⽔浴場の普及 ⾃然 
68 
未来に残したい漁業漁村の歴史的⽂ 
化財産 100 選 
2006 ⽔産庁 候補公募→委員会 都市と漁村の交流促進、⽔産業に対する関⼼の醸成 ⽂化 
69 ヘリテージング 100 選 2006 毎⽇新聞 候補公募→委員会 観光対象としての近代遺産を選定 歴史 
70 ⽇本 100 名城 2006 ⽇本城郭協会 候補公募→委員会 城郭を総合的な学習の場として活⽤ 歴史 




72 ⼩⽥原ふるさとの原⾵景 100 選 2007 ⼩⽥原ふるさとの原⾵景選定委員会 候補公募→委員会 ⼤切にするべきまちの⾵景の再発⾒ ⾃然 
73 守りたい育てたい湖国の⾃然 100 選 2007 滋賀県庁 候補公募→委員会 野⽣動植物の保全 ⾃然 




75 疏⽔百選 2007 農林⽔産省 候補公募→委員会 ⽤⽔による⽔・⼟・⾥を維持 ⽂化 
76 ⽇本の地質 100 選 2007 地質情報整備・活⽤機構 候補公募→委員会 地質現象のユニークさの顕彰、周知 ⾃然 
77 美しい⽇本の歴史的⾵⼟ 100 選 2007 古都保存財団 候補推薦・公募→委員会 ⽇本の歴史的⾵⼟の魅⼒を国内外に周知 歴史 
78 いばらき 100 名橋 2008 
100 名橋選定実⾏委員会（茨城県、茨城県建
設技術公社、茨城県道路公社） 
候補公募→委員会 地域の歴史や⽂化の再発⾒ 建造物 
79 ちば遺産 100 選 2008 千葉県教育庁教育振興部⽂化財課 候補投票→委員会 伝統・⽂化・⾃然の継承 総合 
80 にほんの⾥ 100 選 2008 朝⽇新聞社・森林⽂化協会 候補公募→現地調査→委員会 ⼈の営みが育んだすこやかで美しい⾥の選定 ⽂化 
81 平成の名⽔ 100 選 2008 環境省 候補推薦→委員会 ⽔環境保全の⼀層の推進 ⾃然 
82 関東・⽔と緑のネットワーク拠点百選 2009 関東地域づくり協会 候補公募→委員会 ⾃然との共⽣を取り戻すため ⾃然 
83 晴れの国おかやま景観百選 2009 岡⼭県環境企画課 候補公募→委員会 良好な景観の形成推進 総合 
84 平成百景 2009 読売新聞 候補提⽰→公募→委員会 平成の新しい⽇本の景観を選定 総合 
85 島の宝 100 景 2009 国交省 候補公募→委員会 島々の⾃然や歴史・⽂化などを反映する景観の周知 ⽂化 




87 ため池百選 2010 農⽔省 候補推薦→公募→委員会 ため池の歴史や役割、保全の必要性の周知 ⽂化 

























89 栃⽊のふるさと⽥園⾵景百選 2011 栃⽊県農政部農村振興課 候補公募→委員会 ⽥園⾵景の継承 ⾃然 
90 信州・⻘⽊村ふるさと景観 100 選 2012 信州・⻘⽊村 100 の会 候補公募→⼀般投票 ⾃慢したい景観の選定 総合 
91 ⽇光⽔のある⾵景百選 2013 ⽇光市産業環境部環境課環境政策室 候補公募→委員会 環境保全、観光レクリエーション資源 ⾃然 
92 あきる野百景 2013 あきる野市環境経済部 環境政策課 候補公募→委員会 景観保全 ⾃然 
93 えどがわ百景 2013 江⼾川区⼟⽊部 区画整理課 候補公募→委員会 まちの魅⼒向上 総合 
94 なとり百選 2014 名取市商⼯観光課 候補公募→委員会 伝統・⽂化・史跡の継承、観光地としての PR 総合 
95 茅野市景観百選 2014 茅野市都市建設部 都市計画課 候補公募→市⺠投票→委員会 景観の保全・継承 総合 
96 ⽇本の奇岩百景 2016 特定⾮営利活動法⼈地質情報整備活⽤機構等 公募 岩の⾃然造詣美の周知 ⾃然 
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図 2-2 年代別選定⽬的 
 
 











































































































第 3 章：百選選定後の活⽤実態と可能性 
3-1 はじめに 

































る、10 年以内に選定された 31 個の百選を対象とし、選定後の活⽤についてホームページ
の参照、主催者への問い合わせにより把握した。その結果を表 3-1 にまとめた。 
 対象とした 31 個の百選のうち、対象範囲が全国のものが 14 個、⾃治体が 17 個となっ
ている。そのうち、活⽤されているのは対象範囲が全国のものが 6 個、⾃治体が 14 個で
ある。選定数には⼤きな差はないが、活⽤数では全国を対象としたものよりも⾃治体を対
象としたものの⽅が 2 倍以上多いことがわかった。合計では活⽤されているものは 20 個
であり、半数以上が何らかの形で活⽤されていることを把握した(表 3-2)。 
 
表 3-2 百選活⽤数 
対象範囲 全国 ⾃治体 
選定数（個） 14 17 



























NO ŁÏ ĝ À¥ îĄĹĺ ÅµńĆ ĭÄĳ nŌ
1 	-q100î 2006 ³ì³j*Ĭ#Ĳ$qåĥb ĵĶ→U[e q¶Æþ³á´¡80ÆĝxĞ ô¢ L>I«ã
2 fàŏÓĨî 2006 pÎ ĵßí→U[e fćàŏÓīz ºï 
3 ľŐ°	||øř±Ćįa©100î 2006 à¯ā ĵĶ→U[e Ď³|øŔöÝà¯ù+r×Õã įa č²H>6
4 JP@:T7100î 2006 ĽěÙİ ĵĶ→U[e qùÐûW¯.îĄ ř± 
5 ěļ100ŁÒ 2006 ěļÒke ĵĶ→U[e Òk.ô¢ĆlÇÓnŌ ř± ;<TIOP
6 ěļř±_100î 2006 ěļ_ŗÿe ĵĶ→U[e ř±ĆįaĆ¶.Í+_åĥ(+ÿX* ř± 
7 ËČ +ĭ100î 2007 ËČ +ĭîĄU[e ĵĶ→U[e üé+!#ĭ¦ġ ºï L>I
8 Â*	Y	£ºï100î 2007 ¸dā ĵĶ→U[e ņçĕÖĮĴð ºï 
9 Â*	Üç&Ĩî 2007 Ü³ppòõĬ ĵĶ→U[e ľŐ²}Ívúç&9TKQ.îĄ ºï A<H>6
10 ñàĨî 2007 ğŘà¯Î ĵĶ→U[e Ōà(+àďœ.V· įa 
11 ěļÿ¼100î 2007 ÿ¼ÔķåĥnŌw ĵĶ→U[e ÿ¼ÐMC6ÌÆþ ºï 
12 Ħ	ěļř±Ćĭď100î 2007 ĎĴ÷©ý ĵßíĶ→U[e ěļř±ĆĭďĿŖ.£ĚiÆþ ř± 
13 	)100Ł 2008 100ŁîĄ½¡U[eśÒśÒêyÉ¿śÒĖŚ¿ ĵßí→U[e ÿXř±'įa¦ġ õĮ 
14 W¯100î 2008 ëōYāYØĬįa©b ĵđĩ→U[e ċĔįaºïÍ ô¢ 
15 "/œ100î 2008 ĂěÙİ¿ÚŘįae ĵĶ→ÿă¤→U[e Þ\$Y/'Ħ	œîĄ įa ?0
16 ıãŁà100î 2008 pÎ ĵßí→U[e àpĴðZóßÝ ºï 
17 rĒàŗD>BS6{ĊĨî 2009 rĒÿX*e ĵĶ→U[e ºï~ç.Á*Ņ% ºï 
18 æ,£'#qĨî 2009 `®ptcb ĵĶ→U[e ŕqãßÝ ô¢ 
19 ĻqĨî 2009 Ļ#*ĬĎ³cb ĵđĩ→U[e Ěň,Ď³q.ĜĄ ô¢ L>I
20 ıãĨ 2009 ĘĠÙİ ĵą¹→Ķ→U[e ıãÙ	ěļq.îĄ ô¢ ¾Û8T@;B
21 Đĸ100 2009 £Î ĵĶ→U[e Đºï'ř±įa.Ģ^+qÆþ įa 
22 %ĀĨî 2010 ğàÎ ĵßí→Ķ→U[e %Āř±'ŇmĴðħŎâÆþ įa 










25 ěà+ĭĨî 2013 ě³¯pĬpbpä¬» ĵĶ→U[e pĴðqR6P29NT¶ ºï H>6R>B;<TIOP
26 +ņĨ 2013 +ņ³p§Ĭpä¬b Īł qĴð ºï L>I
27 




28 *Ĩî 2014 ŁÁ³Êqb ĵĶ→U[e ċĔįa±èÍqÿPR ô¢ 
29 oņ³qĨî 2014 oņ³Ď³êĬĎ³cb ĵĶ→³ŀđĩ→U[e qĴðÍ ô¢ Æŉ?0h¥ŊĄ
30 ěļusĨ 2016 ėĄĤ\őnĕĺÞÿ¼ÔķåĥnŌwē Ķ sºïõĦÆþ ºï č²L>I
 29 
3-2-1 対象景観別 
 抽出した百選の対象とする景観は、表 3-3 のとおりである。⾃然が 11 個と⼀番多く、
続いて総合が 10 個となっている。また、表 3-3 には、活⽤されている百選の対象景観別、
表 3-4 には活⽤されていない百選の対象景観別に⽰した。 
 その結果、特に景観を区別していない総合は 10 個のうち 9 個が活⽤されいることがわ





表 3-3 対象景観別 
総合 ⾃然 ⽂化 歴史 建築物 
10 11 5 4 1 
 
表 3-4 活⽤されている百選の対象景観別 
総合 ⾃然 ⽂化 歴史 建築物 
9 8 2 1 0 
 
表 3-5 活⽤されていない百選の対象景観別 
総合 ⾃然 ⽂化 歴史 建築物 














 活⽤されている百選の活⽤⽅法を表 3-6 に⽰す。活⽤⽅法としては選定場所のまとめと
して、マップやガイドマップの作成を⾏なっているものが 17 個と多かった。また、その




































 31 個のうち募集時に⼯夫しているものは 5 個、選定作業時が 5 個、募集時と選定作業時
の両⽅で⼯夫しているものが 4 個だった。百選の活⽤をしていても、選定前に何らかの⼯




























表 3-7 活⽤意識 
 






NO łÛ ġ ÐÁńč İÏĶ Ō ŌiÇĹÔÅ ŌiÇøČ¶Å
1 3100ø 2006 Â¢%Ñć)0½îÀ­80ÑġĢ ÿ® ]KX
ø5őň
A^gO 






4 YcMDg?100ø 2006 ¨ĄÝ!%ąk¹4øČĽĠæĴËý135ġÃ Ś»   












Ś»   





8 Í0m¥¯%Æù100ø 2007 ņòĚâı%ĸú Æù   
9 Í0è¤%ò,%īø 2007 ŀŏ%¼$Úò,%%Cg[d4øČ Æù
NIWK>eKPN
IWK>%üÂŖ i§x 
10 ûíīø 2007 Ōí$.1íĖŒ4jÄ ĳu   
11 Ġļ%ĈÈ100ø 2007 ĈÈ£Ý%`Q>% ÙÑć Æù Ĕ¼]KXy÷×  ;MBc4öąĬč#vÖ4øČ
12 ĩĠļ%Ś»čİĖ100ø 2007 Ġļ%Ś»čİĖ%ŁŘ4¯ğ|$Ñć Ś»   
13 &/100ł 2008 Ĉl%Ś»-ĳu%±ĥ Āı   
14 &k¹100ø 2008 ĒęĳuÆù%Ú ÿ® <7PWK> 8%HgĲ 
15 $(5%Œ100ø 2008 ê%o*m5- ĩŒ%øČ ĳu L6]KX  
16 ĵð%łí100ø 2008 íĸú%nþ%ìé Æù   
17 Ęí!ř%RKOf>đīø 2009 Æù!%ò4Ì0Ņ+ Æù ĚĨŌ¿s6PS7E  
18 ñ2%¯-)īø 2009 ŗ«#%ðìé ÿ®   
19 ĵðī 2009 ĵð%æĠļ%4øČĝĤæĴËý	
ÑġÃ ÿ® ÊçAgMEO  ĈlSbgE4¬ŕ





21 +ĉīø 2010 +ĉ%Ś»-Ňĸú%Īōï%Ñć ĳu   
22 tµ¨/0100ø 2010 tµ¨ĳuīø%ğŋ4±øČ¨Ō ÿ®
cVeKO8:=g
?L6SEL6  6g@OĊ°










25 ãÒóŃă'1!100ø 2012 Æľ%øČ ÿ® ·¼;egJ\EIĜ¹ĭħĤāé  





27 1ņī 2013 ĸú Æù ]KX  
28 "3ī 2013 )%ŁŘªÞ ÿ® õÎ;egJ³0ÕĐ{wď  
29 #!0īø 2014 Ēęĳu»ô%Ú¨Ĉ!%PR ÿ® Ĕ¼]KX  
30 Ġļ%ī 2016 %ÆùĀĩ%Ñć Æù Ĕ¼]KX  
31 ņ½'1!īø 2016 %ĸúÚ ÿ® T_\7gO]KXÑŉL6úŊČ M]Ķ©Ĺ 
     活用意識 百選（個） 実際に活用している（個） 
募集 5 5 
選定作業 5 4 
募集・選定作業 4 3 
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 3-4 募集から活⽤までのプロセスの把握 





た。調査によって把握した内容を表 3-9 に整理した。 
 




ヒアリング項⽬ 意図 藤沢市 ⽇光市 分析 
















































（1）	 わがまちふじさわ景観ベストテン（2010 年） 
 
   【⽬的】 
    2010 年に市制 70 周年を迎えるにあたり、市⺠のかけがいのない財産である「景  








 当初はベスト 10 の予定だったがみんなの知っている場所しか出ないことを懸
念し 130 を選定する（市内で 100 にすると江ノ島、湘南等に偏るため、13 地区
ごとに景観ベスト 10 を選ぶ） 
    
    【選定⽅法】 
     ・藤沢市全体としてのベスト 10 の選定 
      選定基準に基づきながら、学識経験者や関係団体の代表らで組織する実⾏委   
     員会によって選考 
     ・地区ごとのベスト 10 の選定 
      ①⼀般投票 
       公⺠館まつり等にて実施 
      ②実⾏委員会 









  ・⼦供⽤の募集要項を作り、⼩学校に配布 
  ・広報ふじさわ、新聞、ポスター掲⽰、地域の祭り 
  ・ラジオ DJ で毎⽇広報 
   （効果があったのかはわからない、“けいかん”という⾔葉が理解してもら  
    えない） 
  ・写真やウォーキングを趣味としている⼈たちと⼀緒に地域を歩き、その   
   場で応募してもらう 





  ・景観の詳細（どこで、何を、いつ） 
  ・その場で感じたこと、体験したこと等 
  ・住所、位置図 
  ・応募者情報(⽒名、住所、電話番号、メールアドレス) 
 
 【選定後の活⽤】 
      ・切⼿の作成	
      ・マップ作成 	
       ３００円で販売 ４０００部ほど売れている（駅の売店が売れ⾏き    	
       が良い）マップを活⽤して現在も毎⽉歩いてもらっている。１コース	
       １０km 以内。運営は湘南ふじさわウォーキング協会が⾏い広報のみ藤	
       沢市が⾏なっている。昨年１年間で 1386 ⼈が参加。そのうち３２７名	
       が広報誌を⾒て参加しており、その他はウォーキング協会の⼈であ	
       る。シニア層は健康のために歩くポイントを探している。	
 
  【選定前の活⽤意識】 
  応募要項に景観のタイトルだけではなく、どこからみるのか、季節や時間  
  などの詳細の記⼊欄や、その場で感じた事、体験した事の記⼊欄が設けてあ 
  る。さらに、選定時にバランスを考慮し、地区ごとのベスト 10 の選定をして  
  いる。 
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     市内に存在する、⽔に関係する⾵景（⽣活⽂化も含む）で、広く⼀般に公開さ 




   ・地域のバランスに配慮（特定の地域や地区からの集中を避ける） 
      ・分野のバランスに配慮（河川、湖沼、湧⽔等の単位からの集中を避ける） 
②	 選定の視点 
    ・⽇光市の⽔のシンボル 
・知られざる名所の掘り起こし 
    ・地域や地区の代表的⾵景 
    ・⽣活⽂化と⽔との豊かな関係 
    ・⼀般投票の得票 
 
    【選定⽅法】 
    ・⼀次審査 






  ・市施設、観光拠点、駅、案内所等に写真を展⽰するほか、市 HP に⼀次候 
  補⾵景の写真を掲載。 
 38 
【応募⽅法】 
  １⼈１回限り、５⾵景まで投票可能。⼿段は、写真展⽰場所での直接投  
 票、郵送、FAX、電⼦メール。 
      
     【募集要項】 
  ・景観のタイトル 
  ・住所、位置図 
  ・応募者情報(⽒名、住所、電話番号、メールアドレス) 
 
     【選定後の活⽤】 
      ・ブックレットを２万部作成し、市内の⼩中学校、観光関連施設に配布 
      ・百選のコンテンツを新たな観光資源として位置付け、「⽇光、⽔のある   
       旅」として、情報提供、誘客を図っている（2016 年度はスタンプラリー、     
       ⼝コミキャンペーンを実施） 
       選定後のエコツーリズム等における活⽤については、⽇光市観光部で積極   
       的に⾏なっている。 
 
  【選定前の活⽤意識】 
       選定⽬的にエコツーリズム等の観光レクリエーション資源としての活⽤を  
      含んでいる。また、選定時には地域のバランスに配慮するとともに、明確な 

































































図 3-5 かいせいびより 
 





































































⼋王⼦市では、景観法施⾏前の平成 13 年に⼋王⼦⼋⼗⼋景を選定しているが、市制 100








































 図 4-1 に⽰した百選の活⽤戦略モデルを実際の百選選定事業に組み込み、効果を検証す
る。そこで、景観法施⾏前の平成 13 年に⼋王⼦⼋⼗⼋景を選定している⼋王⼦市にて、
市制 100 周年を記念して新たに選定されることとなった⼋王⼦景観 100 選を研究の対象と
する。⼋⼗⼋景との違いを出すために応募⽅式に⼯夫が必要であるため、活⽤戦略モデル









































 約 200 箇所に絞る 
2.市⺠投票 
 市内の各会場で来場者にその場でお気に⼊りの候補地に投票してもらう 
 期間：平成１３年 7 ⽉ 14 ⽇〜8 ⽉ 22 ⽇ 
 会場：市役所本庁舎、⼣焼⼩焼館、総合福祉センター、⼋王⼦まつり、クリエイトホー   
    ル、元⼋王⼦市⺠センター、中野市⺠センター、⽯川市⺠センター、恩⽅市⺠セ 
    ンター、南⼤沢市⺠センター、浅川市⺠センター、由⽊中央市⺠センター、川⼝ 
    やまゆり館 
 3.投票をもとに選定委員会にて選定 
   「みどり・公園の景」、「⽔辺の景」、「歴史・⽂化の景」、「まつり・⾏事の  
    景」、「建築物の景」、「みち・まちかどの景」の 6 種類に分類し、各地域ごと 












・位置図 (図 4-3) 































4-3-2 ⼋王⼦景観 100 選 
 3 章で募集や選定段階から活⽤を意識し、応募者のその場所への思いや体験等、ストー
リー性のある応募を集めることで選定後の活⽤へと繋がるのではないかという仮説を⽴て
たが、その検証をするために⼋王⼦景観 100 選を実証実験の対象とする。 






































































































































・⼦どもフェスティバル（2016 年 10 ⽉ 10 ⽇） 
川原研究室 
 図 4-4 に⽰した各例⽰のターゲットを中⼼に周知に取り組んだ。観光客に応募してもら
うために、観光案内所等にも川原研究室として協⼒を依頼したが、⼋王⼦市の募集要項を
設置していたため困難であった。協⼒を得た拠点、団体を表 4-2 にまとめた。 
 
表 4-2 川原研究室としての周知 
 




































 ⼭、⼋王⼦駅コンコース、⼋王⼦駅南⼝総合事務所にて平成 29 年２⽉に実施予定、 
 ホームページにも掲載し、候補地に対する意⾒を募集。 
3.意⾒を参考に選定委員会にて選定 























4-4 ⼋王⼦⼋⼗⼋景と⼋王⼦ 100 選の⽐較 





















































































































































夏祭り 紅葉、いちょう 雪 移り変わり、春夏秋冬 通勤 ランチ ⼣⽇ 
夜桜、キャンド
ルナイト 
抽出数 14 2 10 3 6 2 2 3 4 
計 35 11 
 58 
4-5-1 応募ターゲット 

























































第 5 章：結論 
5-1 本研究のまとめ 
 本研究の総括として第 1 章から第 4 章をまとめる。 
 
 第 1 章では、研究の背景と⽬的、既往研究の整理と論⽂の構成、調査⽅法を記した。 






















































































































































































図 4- 7 みどり・公園の景⽐較 









図 4-9 歴史・⽂化の景⽐較 








図 4- 11 建築物の景⽐較 
 

























































































⼋王⼦⼋⼗⼋景 候補地展⽰・投票ポスター  
 86 
 ⼋王⼦景観100選 テーマ型募集案 
  
 87 






















































































第 3 章 
・「未来に残したい漁業漁村の歴史的⽂化財産 100 選」http://www.gyokou.or.jp/100sen/ 
・「⽇本 100 名城」http://www1a.biglobe.ne.jp/nihonjokaku/castle/100meijo.html 
・「にほんの⾥ 100 選」http://www.sato100.com 
・「いちかわ景観 100 選」http://www.city.ichikawa.lg.jp/cit01/1111000011.html 











・「The page 神奈川」https://thepage.jp/kanagawa/ 
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